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食品安全基本法第１１条第１項第１号の食品健康影響評価を行うことが明らか

に必要でないときについて（ブロチゾラム試験法） 

 
 
１．経緯 

動物用医薬品ブロチゾラムの残留基準については、食品健康影響評価の結

果を踏まえ、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において審議され、その

結果、基準値が設定される食品を除き、食品に含有されるものであってはな

らないとする改正案が了承された。これを踏まえ、食品衛生法第１１条第１

項の規定に基づき定められた食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省

告示第３７０号）について、当該成分に係る基準を改正し、併せて試験法を

告示する必要があるため、試験法の開発を行ったところである。 
当該成分の試験法については「食品に残留する農薬、飼料添加物又は動物

用医薬品の成分である物質の試験法について」（平成１７年１月２４日付け食

安発第０１２４００１号）により通知試験法として示されているが、この試

験法は HPLC による一斉試験法であることから、基準改正案の了承に伴い、

新規に LC-MS/MS による個別試験法を開発し、各種畜水産物について本試験

法の性能評価を行ったものである。 
  
 なお、今般の照会は、食品、添加物等の規格基準におけるブロチゾラムの基

準を改正することに対するものではなく、あくまで管理手法の適正化のために

試験法を定めることに対するものである。 
 
 
２．今後の方針 

ブロチゾラム試験法については食品安全委員会の答申を受けた上で、告示

の改正に係る所要の手続きを進めることとする。 
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